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に
 
た
ぽ
う
 

仁
太
坊
ま
つ
り
 

『津
軽
三
味
線
の
発
祥
の
地
』
 

金
木
町
で
七
月
ニ
十
九
日
、
三
十
 

ま
し
た
。
 

通
称
、
神
原
の
仁
太
坊
は
、
津
 

そ
の
仁
太
坊
が
他
界
し
て
今
年
で

六
十
六
年
に
な
り
ま
す
。
 

日
、
八
月
六
日
の
三
日
間
に
わ
た
 
軽
三
味
線
の
生
み
の
親
で
あ
り
、
 

り
「
仁
太
坊
ま
つ
り
」
 
が開
か
れ
 
津
軽
三
味
線
の
鬼
と
言
わ
1
1た
人
。
 

毎週 。告曜「津軽三味線」奮黄師として活躍中の犬篠 

昭
和
一
干
一
年
に
あ
る
民
謡
歌

手
と
の
出
会
い
か
ら
、
津
軽
三
味

線
の
ル
ー
ツ
を
探
し
始
め
て
四
十

数
年
に
な
っ
た
と
い
う
大
傑
和
雄

さ
ん
に
津
軽
三
味
線
の
事
、
仁
太

坊
の
事
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
 

ボ
サ
マ
（
坊様
）
 

津
軽
三
味
線
の
ル
ー
ツ
は
乞
難

芸

（
こ
じ
き
げ
い
）
・
大
道芸
と
蔑

ま
さ
れ
た
ボ
サ
マ
（
坊
様
）
の
芸

だ
っ
た
。
ボ
サ
マ
と
は
、
男
の
盲

人
で
唄
を
歌
っ
て
物
を
も
ら
う
門

付
け
芸
人
。
し
た
が
っ
て
津
軽
1
1
1
 

味
線
は
、
文
献
に
し
た
た
め
る
の

に
価
し
な
い
芸
と
み
ら
れ
て
い
た
。
 

い
っ
ぽ
う
で
は
、
津
軽
三
味
線

を
支
え
て
き
た
ボ
サ
マ
た
ち
は
津

軽
三
味
線
の
歴
史
が
永
遠
に
こ
の

世
か
ら
消
滅
す
る
こ
と
を
願
望
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ボ

サ
マ
や
家
族
縁
者
に
と
っ
て
不
名

誉
な
過
去
だ
っ
た
か
ら
。
 

「し
か
し
、
三
味
線
を
作
り
出
し

た
ボ
サ
マ
た
ち
を
歴
史
に
埋
も
れ
 
 さ

せ
た
く
は
な
か
っ
た
。
廃
業
し

た
ボ
サ
マ
に
 
『ボ
サ
マ
は
貧
し
い

生
活
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
み
ん

な
精
一
杯
に
、
立
派
に
生
き
た
。
 

こ
の
こ
と
を
誰
か
に
伝
え
た
か
っ

た
。
』
 
と
。そ
し
て
ま
た
、
 
『あ

な
た
の
よ
う
な
人
が
、
い
つ
か
私

を
訪
ね
て
、
ボ
サ
マ
三
味
線
の
事

を
、
物
に
書
き
残
し
て
く
れ
る
の

を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
』
と
言
わ

れ
た
と
き
は
感
激
し
ま
し
た
い
と

大
像
さ
ん
。
 

そ
う
し
て
、
三
十
年
以
上
を
経

て
「
神
原
の
仁
太
坊
」
 
と
いう
ボ

サ
マ
に
た
ど
り
つ
い
た
。
つ
ま
り

仁
太
坊
と
い
う
希
代
の
ボ
サ
マ
が
、
 

津
軽
に
生
れ
た
か
ら
津
軽
三
味
線

と
い
う
音
楽
が
生
れ
た
。
 

原
の
仁
太
坊
 

神
原
の
仁
太
坊
は
安
政
四
年
今

の
神
原
に
生
れ
本
名
秋
元
仁
太
郎

と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

父
三
太
郎
は
、
岩
木
川
を
往
復

す
る
神
原
船
場
の
渡
の
守
り
で
し

た
。
仁
太
坊
は
八
歳
の
時
天
然
痘

が
も
と
で
失
明
。
十

一
歳
に
は
、
 

両
親
が
他
界
し
天
涯
孤
独
の
身
と

な
る
。
生
き
る
た
め
に
十
三
湊
に

流
れ
着
い
た
盲
女
に
、
唄
と
三
味

線
を
習
う
。
こ
れ
が
仁
太
坊
と
三
 
 味

線
の
出
会
い
だ
っ
た
。
 

津
軽
三
味
線

の
誕
生
 

当
時
、
弘
前
を
中
心
に
義
太
夫

が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
て
、
仁
太

坊
は
太
く
低
い
音
色
に
魅
了
さ
れ

細
悼
の
三
味
線
を
捨
て
て
義
太
夫

の
太
悼
の
三
味
線
に
飛
び
つ
い
た
 

「仁
太
坊
は

（
エ
フ
リ
コギ
廿
陽

性
・
進
歩
性
）
 
（
ジ
ョ
ッ
パ
リ
廿

陰
性
・
保
守
性
）
 
（
ナ
、ナ
ダ
バ

廿
反
骨
）
と
い
っ
た
津
軽
の
風
土

精
神
を

一
人
で
背
負
っ
た
男
。
そ

し
て
、
こ
の
こ
ろ
仁
太
坊
の
妻
マ

ン
は
イ
タ
コ
を
職
と
し
修
業
を
し

て
い
た
。
イ
タ
コ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
 

の
ひ
と
つ
に
自
我
の
意
識
を
な
く

す
た
め

一
週
間
不
眠

・
絶
食
を
し

続
け
意
識
の
も
う
ろ
う
と
す
る
中
、
 

梓
弓
を
叩
く
の
を
見
て
こ
れ
に
感

激
し
た
仁
太
坊
は
、
習
っ
た
こ
と

を
真
似
て
弾
く
旧
来
の
三
味
線
で

は
物
足
り
ず
、
太
悼
を
手
に
自
分

だ
け
の
音
を
得
て
、
さ
ら
に
叩
く

奏
法
を
編
み
出
し
た
。
三
味
線
に

命
を
か
け
た
芸
人
の
自
信
と
誇
り

を
激
し
く
表
現
し
た
。
仁
太
坊
の

三
味
線
は
地
響
き
の
よ
う
な
ウ
ナ

リ
を
上
げ
た
と
古
老
は
話
す
、
こ
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に た ぼう 

仁太妨の魂 

" ’ー 」一 をL 、三 こ よ 、 州」 	‘ 

り使のよ A,盲り はで く動ま Iと
始

一
、園

一人
が
 

、
ん
の
 

］
来る
 

『年
も
 

）
て
お

う
れ
 

《り
ま
 

の
声

と
大
 

●

一
日
 

一
会
で
 

一
れ
、
 

喜
之
坊
 

木
田
林
松
栄
 

赤
坊
 

（
大正
1
3年
生
れ
）
 

福
士
政
勝
 

（
大正
2
年
生
れ
）
 

山
田
干
里
 

〔
麗
応
3
年
生
れ
〕
 

（
明
治
B
年
生
れ
）
 

（
明
治
一
年
生
れ
〕
 

小
山
貢

沢
田
勝
秋

佐
”
木
隆

藤
田
淳

一

木
田
門
下
生
 

沢
坊
 

高
橋
竹
山
 

（
明
治
1
8年
生
れ
〕
 

（明
治
4
3年
生
れ
）
 

寅
坊
 

外
崎
坊
 

曹 I昌1IJ:3oOJ 

島 

（
大正
2
年
生
れ
〕
 

五
郎
坊
 

塚
本
修
三
 

楠
美
喜

一
郎
 

（
明
活
3
7年
生
れ
】
 

出
崎
坊
 

長
尾
邦
正
 

（
明
治玲
年
生
れ
｝
 

（
明
治
3
5年
生
れ
〕
 

嘉
瀬
の
桃
（
黒
川
挑太
郎
）
 

（
明
治
円年
生
れ
〕
 

白
川
軍
八
郎
 

三
僑
美
智
也
 

（親霧0/ 
豊
月
 

（
明
治
4
2年
生
れ
）
 

大
峰
和
雄
 

日
の
不
自
由
女
 

芸
人
 

（警
女
）
 

神
原
の
仁
太
坊
 

（
安
政
4
年
生
れ
）
 

作製 大篠和雄 津軽三味線の簡略系譜 

A7月3ロ日「山田千里一行ショー」 

三味線の競演や手踊りなど盛り沢山。 

この日、会場となった青森銀行金木支

店の駐車場には、人が入りきらず道路

に出てしまうほどの大盛況でした。 

V8月B日「岡田修IflKANAGIj 
テレビや映画でも活躍されている岡

田さん。 

迫力のある三味線の音色が客席に響

き渡り、お客さんは静かに聞き入って

いました。 

れ
が
叩
き
三
味
線
だ
と
い
 

昭
和
三
年
の
晩
秋
、
金
木
神
原

の
神
原
橋
下
の
掘
っ
建
て
小
屋
で

藁

（
わ
ら
）
ぶ
と
ん
の
病
床
に
あ

っ
た
仁
太
坊
が
妻
に
看
取
ら
れ
他

界
し
た
の
は
七
十

一
歳
で
し
た
。
 

現
在
も
彼
の
三
味
線
に
魅
せ
ら

れ
て
い
る
人
は
県
外
に
も
多
い
中

で
金
木
中
央
公
民
館
で
も
大
篠
和

雄
氏
の
講
師
で
三
味
線
教
室
が
開

か
れ
て
い
る
。
平
成
二
年
度
春
に

一
期
生
三
十
人
が
入
っ
て
き
た
が

大
人
た
ち
は
全
て
挫
折
、
小
学
四

年
生
が
九
人
残
っ
た
。
後
に
新
期

生
が
加
入
し
現
在
、
下
は
小
学
1
1
1
 

年
か
ら
上
は
中
学

一
年
ま
で
の
＋

六
人
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
 

③ 広報かむぎ It川川I'll 

A7月29日「街頭演奏」 

愛知県出身の茂木さん。仁太坊を再

現し町内の店先で三味線を弾いてくれ

ました。 

通りすがりの人が足を止め聞き入っ

ていました。 

「あいや節」 を弾き始めると 「ョツ

ノ待ってました司の掛け声がかかり一

層盛り上がりを見せました。 



,S、るさとづくり事業費 

事 	業 	名 総事業費（概算） 

太宰のふるさ とづ’くり事業 76,060千円 

芦野公園フロントゲート整備事業 97,500千円 

ふるさとづくり町道整備事業 286,184千円 

金 木 町 防 雪 事 業 237,200千円 

ふ
る
さ
とづ
く
り
事業
採
択
 

自
ら
考
え
、
自
ら
行
う
地
域
づ

く
り
事
業
に
端
を
発
し
た
自
治
省

の
事
業
の
中
で
平
成
五
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り

事
業
は
、
芦
野
公
園
整
備
な
ど
こ

れ
ま
で
の
事
業
の
成
果
を
生
か
し

つ
つ
、
地
域
の
特
性
で
あ
る
豊
富

な
観
光
資
源
の
見
直
し
を
行
い
、
 
 太

宰
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
は
じ

め
と
し
た
町
内
の
周
遊
観
光
に
よ

る
活
性
化
の
具
体
性
を
図
る
為
①
 

「太
宰
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
②
 

「周
遊
観
光
の
施
設
整
備
」
③
「
 

商
工
業
の
振
興
」
の
三
つ
を
ふ
る

さ
と
づ
く
り
の
テ
ー
マ
と
し
て
金

木
町
で
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
 

一
《
 

平
成
六
年
度
は
四
事
業
が
採
択
と

な
り
ま
し
た
。
 

平
成
五
年
度
か
ら
始
ま
り
、
す

で
に
採
択
と
な
っ
た
事
業
に
融
雪

構
整
備
事
業
が
あ
り
総
事
業
費
五

千
五
百
二
十
万
円
、
全
長
4
1
8
 

m
の
う
ち

2
1
l
m
が
工
事
完
了

済
み
。
 

そ
し
て
今
年
新
た
に
採
択
に
な

っ
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

太
宰
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

太
宰
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
当

町
で
は
六
月
の
桜
桃
忌
を
は
じ
め
、
 

県
立
芦
野
公
園
内
の
太
宰
文
学
碑
、
 

歴
史
民
俗
資
料
館
、
生
家
「
斜
陽

館
」
な
ど
年
間
を
通
し
て
地
域
観

光
客
を
誘
発
し
て
い
た
太
宰
治
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

な
ど
を
は
じ
め
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
 

ク

（
太宰
治
）
を
町
内
各
要
所
に
 
 配

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
総
合

整
備
計
画
の
目
標
で
あ
る
太
宰
コ
 

ー
ス
整
備
の
明
確
化
を
図
る
事
業
。
 

芦
野
公
園
フ
ロ
ン
ト
ゲ
ー
ト
 

整
備
事
業

自
治
省
の
地
域
づ
く
り
事
業
と

し
て
、
平
成
二
年
度
か
ら
平
成
四

年
度
で
整
備
し
た
県
立
芦
野
公
園

を
さ
ら
に
整
備
拡
大
し
公
園
の
玄

関
部
分
を
明
確
に
す
る
。
 

ふ
る
さ
と
づ
く
り
町
道
 

整
備
事
業

郷
土
が
生
ん
だ
世
界
的
文
豪
太

宰
治
が
幼
少
の
こ
ろ
親
し
ん
だ
県

立
芦
野
公
園
は
地
域
づ
く
り
事
業

等
に
よ
り
、
よ
り
整
備
が
進
み
、
 

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
町
中
心
部
に
は
太

宰
治
の
生
家
「
斜
陽
館
」
が
あ
り
、
 

双
方
を
連
絡
す
る
太
宰
コ
ー
ス
と

し
て
道
路
整
備
を
行
う
事
業
。
 

金
木
町
防
雪
事
業
 

町
管
内
に
散
在
す
る
太
宰
治
ゆ

か
り
の
地
を
結
ぶ
ル

ー
ト
は
冬
期

間
、
冬
の
風
物
詩
で
あ
る
地
吹
雪

の
為
交
通
の
困
難
な
個
所
が
あ
る

た
め
太
宰
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
通

年
観
光
を
め
ざ
す
べ
く
防
雪
柵
を

設
置
し
太
宰
コ
ー
ス
の
連
絡
を
図

る
事
業
。
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亡平成5年度の融雪構整備事業 
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電気器具は説明書をよく読んで 
（財）東北電気保安協会 

'＼一’~ ’議 ノへ、ー．ー 

七
月
三
十
日
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 
め
、
体
力
作
り
を
す
る
た
め
、
第
 

賓の河原大祭 

ゲートボール大会 

を
通
し
て
、
高
齢
者
の
親
睦
を
深
 
三
回
養
の
河
原
大
祭
ゲ
ー
ト
ボ

ー
 

ル
大
会
が
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
 

ー
コ
ー
ト
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
町
内
か
ら
八
チ
ー
ム
 

四
＋
八
人
が
参
加
し
愛
用
の
ス
テ
 

ィ
ッ
ク
を
握
り
、
日
頃
鍛
え
た
ハ
 

ッ
と
す
る
よ
う
な
大
技
を
競
い
あ
 

い
ま
し
た
。
 

結
果
は
次
の
と
お
り
。
 

優
 
勝
 
蒔
田
チ
ー
ム
 

準
優
勝
 
金
木
チ
ー
ム
 

第
三
位
 
喜
良
市
A
チ
ー
ム
 

ク
 
喜

良
市
B
チ

ー
ム
 

長
9

刀
暮
ら

し
と
電
気

安
全
 

電
気
器

具
の
取
扱

い
に
注
意
 

動
物
愛
護
週
間
が
秋
分
の
日
を
中
心
に
一
週
間
行
わ
れ
ま

す
。
犬
は
紀
元
前
五
千
年
頃
に
人
間
に
飼
わ
れ
た
最
初
の
動

物
と
い
わ
れ
、
人
に
よ
く
馴
れ
賢
い
た
め
世
界
各
地
で
広
く

飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

な
か
で
も
特
別
な
厳
し
い
訓
練
を
受
け
、
性
質
が
温
和
で

飼
主
の
命
令
に
従
順
な
犬
に
盲
導
犬
が
い
ま
す
。
日
本
で
は

約
八

O
O頭
の
盲
導
犬
が
活
躍
し
て
お
り
ま
す
が
、
あ
ま
り

に
も
少
な
い
数
と
言
う
べ
き
で
し

ょ
う
。
私
達
は
も
っ
と
盲

導
犬
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

と
こ
ろ
で
電
気
器
具
を
購
入
し
た
ら
、
取
扱
説
明
書
を
よ

く
読
ん
で
機
能
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
取
扱
上
の

注
意
事
項
を
守
る
こ
と
は
、
器
具
を
長
持
ち
さ
せ
安
全
に
使

う
秘
訣
で
す
。
自
己
流
の
使
い
方
は
故
障
の
も
と
に
も
な
り

ま
す
。
 

嘉瀬商業会 

力ラオケ大会 

金踊会が 
あしの園慰問 

去
る
八
月
六
日
、
嘉
瀬
商
業
会
 

（
会長
廿
山
中
石
太
郎
）
で
は
、
 

桜
づ
つ
み
公
園
に
於
い
て
 
「桜
づ
 

つ
み
公
園
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
を
開

き
ま
し
た
。
 

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
こ
の
日

会
場
と
な
っ
た
公
園
は
、
カ
ラ
オ

ケ
の
他
に
会
場
に
来
た
人
に
抽
選

で
お
菓
子
や
自
転
車
な
ど
の
豪
華

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
大
人
か
ら
子
供
ま
で
三
百
人
ほ

ど
の
お
客
様
で
埋
め
つ
く
さ
れ
ま

し
た
。
 

を
フ
オ
ケ
出
場
者
は
十
四
人
で

の
ど
に
自
信
が
あ
り
聞
か
せ
る
人

か
ら
、
芸
の
方
で
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
人
、
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
 

金
踊
会
が
、
七
月
二
十

一
日
、
 

特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
あ
し
の
園
 

（
園長
廿
中
谷
衛
）
を
慰
間
し
日

舞
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

こ
の
慰
問
は
、
お
年
寄
り
の
方

に
踊
り
を
見
て
楽
し
ん
で
頂
き
、
 

へ
，ー
ミ
中
「
 
ー

」
ー
こ
・
 
．
，

一
 

会
 
い
？
レ
 
．.．

三h●
 
《
（
轟
 

・

生
 
』
春
ど
】
 

I
,
，
り
一（

一
 
一
 
亭
 

喫
一巨；
、
縄
逼織
 

良
 
．

●
『
一）
！
、
瑠
 

同
時
に
、
交
流
を
深
め
よ
う
と
始

め
た
も
の
。
今
回
は
、
偶
然
、
園

生
の
中
に
誕
生
日
を
迎
え
た
人
が

お
り
、
金
踊
会
で
は
、「皆
さ
ん
の

誕
生
日
を

一
緒
に
お
祝
い
出
来
る

こ
と
は
嬉
し
い
。
そ
し
て
来
年
も

会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
い
と
話
し
て
お
り
、
う
れ

し
い
誕
生
日
の
お
祝
い
と
な
り
ま

し
た
。
 

園
生
か
ら
「
上
手
だ
な
」
の
声

が
か
か
っ
た
り
、
「
い
い
ぞ
」
 
と大

き
な
拍
手
で
終
始
和
や
か
な

一
日

で
し
た
。
 

暑
か
っ
た
こ
の
日
、
金
踊
会
で

は
冷
た
い
飲
み
物
も
差
し
入
れ
、
 

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
 

愚
 

喜
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けんしんよう・さつき会

収益金を町に寄附 

金木小学校「県相撲大会」 

ニ度目の団体優勝 

こ
の
ほ
ど
青
森
県
信
用
組
合
金

木
支
店
長
の
石
岡
仁
さ
ん
と
青
森

県
信
用
組
合
金
木
支
店
の
貯
蓄
会

で
組
織
し
て
い
る
さ
つ
き
会
々
長
 
 其

田
兼
春
さ
ん
が
町
長
室
を
訪
れ

七
月
八
日
行
わ
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
 

ー
バ
ザ
ー
の
収
益
金
三
三
，
七
七

〇
円
を
学
校
教
育
に
役
立
て
て
下

さ
い
と
昨
年
に
続
き
町
に
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。
 

寄
附
を
受
け
た
田
中
町
長
は
「
 

学
校
図
書
購
入
費
と
し
て
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
己
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

さ
つ
き
会
は
、
青
森
県
信
用
組

合
金
木
支
店
に
貯
蓄
し
て
い
る
方

百
三
十
名
で
組
織
さ
れ
、
主
に
町

内
の
購
買
運
動

（
買
物
は
地
元
か

ら
）
等
、
町
の
活
性
化
の
た
め
に

一
丸
と
な
っ
て
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
 

七
月
三
十

一
日
、
三
戸
郡
南
郷

村
で
行
わ
れ
た
第
十
三
回
青
森
県

小
学
生
相
撲
大
会
に
北
五
代
表
と

し
て
出
場
し
た
金
木
小
学
校
相
撲
 
 部

（
監
督廿
白
川
・
コ
ー
チ
廿
蒔

田
）
が
予
選
リ
ー
グ
を
次
々
と
勝

ち
抜
き
、
決
勝
を
修
道
小
（
深
浦
）
 

と
対
戦
し
四
対

一
で
破
り
見
事
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
 

平
成
ニ
年
度
か
ら
四
年
ぶ
り
一
一

回
目
の
団
体
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
優
勝
で
、
八
月
二
十
日
に

秋
田
県
山
本
町
で
行
わ
れ
る
第
十

三
回
東
北
学
童
相
撲
大
会
に
青
森

県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
 

選
手
の
田
中
誠
純
、
中
村
陽
仁
、
 

蒔
田
雄
市
、
津
島
和
希
、
吉
田
準
、
 

泉
谷
竜
祈
君
が
東
北
大
会
優
勝
を

目
指
し
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
の
で
町
民
の
皆
さ
ん
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

野
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
開
か
れ

商
店
や
会
社
勤
務
を
終
え
た
人
た

ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

「
明
日
も
元
気
で
働
く
た
め
に

今
宵
は
楽
し
く
す
ご
そ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
福
利
厚
生
や
労
使
間

の
親
睦
を
深
め
、
町
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
四
年
前
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
 

集
い
は
今
ま
で
悪
天
候
の
た
め

公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
 

．
念
願
か
な
っ
て
初
め
・
て
の
広々
と

し
た
屋
外
で
行
な
わ
れ
会
場
と
な
 
 っ

た
野
外
ス
テ
ー
ジ
は
四
百
人
の

参
加
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
金
木
町
登
山
離
子
保

存
会
「
ね
ぶ
た
唯
子
」
等
の
華
麗

な
笛
の
音
色
か
ら
始
ま
り
、
働
く

仲
間
の
集
い
の
名
物
「
職
場
対
抗

カ
ー
フ
オ
ケ・
か
く
し
芸
」
 
では
、
 

他
の
職
場
に
負
け
じ
と
仮
装
す
る

人
、
踊
る
人
な
ど
が
続
出
し
大
き

な
声
援
が
と
ん
で
い
ま
し
た
。
 

最
後
に
は
、
賞
品
付
き
の
お
楽

し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
夜
遅
く
・ま

で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 

町川広報かなぎ 

 

第四回 

 

 

金木町で 
働く仲間の集い 

 

 

七
月
一
 
一
十
四
日
、
 「第

四
回
金
 
木
町
で
働
  
仲
間
の
集
い

」
 
が芦
 

 

(
 



へ
 

サントピア夏祭り 

「第ー回グラウンド・ゴルフ大会」 

七
月
二
十
三
日
、
大
東
ケ
丘
サ

ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
ム

（
園長
廿
花
田

昭

一
）
で
サ
ン
ト
ピ

ア
ホ
ー

ム
夏

祭
り
が
開
か
れ
、
園
生
五
十
名
と

集
ま
っ

た
二
百
人
あ
ま
り
で
盆
踊

り
や
カ
ラ

オ
ケ
で
楽
し
み
ま
し
た
。
 

今
年
の
夏
祭
り
は
、
「高
め
よ
う
 
 福

祉

の
心
広

め
よ
う
愛
の
輪
を
」
 

を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
集
団
共
同
訓
練

を
受
け
社
会

的
自
立
を
目
指
し
入

所
し
て
い
る
園
生
と

一
般
町
民
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
社
会
的
に

適
応
性
を
身

に
付
け
る
よ
う
に
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
、
特
別
出
演
し

た
金
木

町
登
山
難
子
保
存
会

に
よ
る
 
哀
豆

山
ば
や
し
』
、
中
柏
木
奴
踊
り
愛

好
会
に
よ
る
『
奴
踊
り
』
 
が披
露

さ
れ
迫
力
の
あ
る
踊
り
に
つ
ら
れ

て
踊
り
だ
す
園
生
も

み
ら
れ
ま
し

た
。
 

ま
た
、
浴
衣
姿

の
女
性
が
祭
り

に
華
を
添
え
、
金
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
や
み
ち
の
く
銀
行
、
園
生

の
父
母
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
で

ん
、
焼
き
鳥
の
出
店
で
祭
り
気
分

を

一
層
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。
 

七
月
十
八
日
、

健
康
の
た
め
、
 

大
勢
の
人
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
『
第

一

回
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大
会
』
 

が
芦
野
公
園
内
特
設
ゴ

ル
フ
場
に

お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

今
回
の
参
加
者
七
十
八
人
は
、
 
 ほ

と
ん
ど
の
人
が
初
心
者
と
あ
っ

て
、
初
め
に
競
技
指
導
や
ル
ー
ル

説
明
が
詳
し
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま

ず
田
中
町
長
が
「
怪
我
の
無
い
よ

う
に
楽
し

ん
で
下
さ
い
己
と
挨

拶

し
た
後
、
工
藤
勇
蔵
さ
ん
が
元
気

よ
く
選
手
宣
誓
を
し
て
試
合
開
始
。
 

競
技
は
八
ホ
ー
ル
で

ー
グ
ル
ー
プ

六
人
の
競
技
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

試
合
は
、
ボ
ー
ル
を
隣
の
コ

ー
 

ス
ま
で
飛
ば
す
人
や
、
な
れ
な
い

ク
ラ
ブ
さ
ば
き
で
高
打
数
？
出
す

人
も
い
ま
し
た
が
勝
敗
に
か
か
わ

ら
ず
楽
し
く
汗
を
か
い
て
い
ま
し

た
。
 

上
位
入
賞
チ

ー
ム
は
次
の
と
お
り
。
 

優
 
勝
 
喜

良
市
 

準
優
勝
 
養
寿

会
 

第
三
位
 
ゲ

ー
ト
イ
ン
金
木
 

坂本委員が 

法務大臣から感謝状 

ごくろうさまでした 

「シ力」の名前 

決定ク 

今
般
退
任
さ
れ

た
坂
本
義
音
さ

ん
は
多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委

員
と
し

て
国
民
の
人
権
擁
護
と
人

権
思
想

の
普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
に
よ
り
、
法
務
大
臣
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
六
月
十
四
日
坂
本
さ
ん
は
、
 

役
場
町
長
室
で

の
う
れ
し

い
表
彰

状
の
伝
達
と
な
り
ま
し

た
。
本
当

に
ご
苦
労
様
で
し

た
。
 

広報かなぎ 6 月号で芦野公園

動物園に三戸町の城山公園から 

「シカ」 が贈られ、その新しく

動物園の仲間入りをした「シカ」 

にかわいい名前を募集したとこ

ろ沢山の応募がありました。あ

りがとうございました。その中

から嘉瀬・沢田加奈子さんのつ

けてくれた 

ダイ君（雄） ミミちゃん（雌） 

を採用させて頂きました。 

「シカ」 のダイ君・ミ ミちゃ

んを可愛がってください。 

⑦ 広報かなきI川川川III 	 



一
お
ら
ほの
仲
間
つ
こ
 

ー
 

ク
養
寿

会

ガ
 

一
 

(
 

一
 

一
 

激
 150g 

1本

小1本 

2本 

大サジ3 

大サジ4 

少々

大サジ2 

大サジ1 

カップ1 

大サジ4 

カップ2 

●鶏肉の野菜巻き 

材 料（ 4 人分） 

鶏胸肉 

鶏挽肉 

ゴボウ 

ニ
ノ
 

L
よ
 

ラ
 

油
し
 

パ
 

う
 
こ
 

参

ス
糖
 
ょ
・
 

人

ア
砂
し

塩
酒
 
しょうが汁

澱粉 

サラダ油 

だし汁 

	'"”川川川川I 広報かなき ⑧ 

ゴミ拾いのあとのさわやかな河ニ 

に
務
舞
難薫
難
難
凝
鱗
 

露
灘
難
無
鷲
難
讐
泰
ズ
濃一
 

一」醜
誘

鐘
緯
緋
籍
”
」結
縄
す
ニ
 

(
 

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で
 

聞
く
と
「
冬
の
間
雪
一
 

ー
ゴ
ミ
を
捨て
な
い
で
 
浮
海院
妻
誓

淫
一
 

喝準ぷり0包～ 

一
 

か
ら
十

一
月
ま
で
の
一

八
か
月
間
、
町
民
の
一

憩

い
の
場
、
観
光
の
．
 

中
心
で
あ
る
芦
野
公

園
を
毎
週
月
曜
日
の
一

早
朝
清
掃
で
す
。
 

「毎
週
…
で
す
か

・
・
・

？
」
 
と
聞く
と
「
う

ん
そ
れ
で
も
、
ゴ
ミ
ー
 

の
落
ち
て
い
な
い

週

一

は
な
か
っ
た
」
 
と
い一

い
ま
す
o
 
「
一
番
ゴ
ー
 

ミ
が
多

い
の
は
」
 
と
一
 

作り方 

①鶏胸肉は油を取り除き、薄く観

音開きにし皮の方を上に開いて

おく。 

②ゴボウは肉の幅くらいの大きさ

に切っておく。 

③人参もゴボウ位の大きさに切っ

ておく。鍋にだし汁カップ1を

入れ、しょう油大サジ 2、砂糖

大サジ 1でゆでたゴボウと人参

を味付けする。 

④挽肉にしょうが汁大サジ 1、澱

粉大サジ 1、酒大サジ 1、塩こ

しょうを入れよくこねる。 

⑤①の肉に澱粉をふり、④の挽肉

半分を広げてのせ、ゴボウ、人

参、アスパラを並べてしっかり

巻き込み、澱粉をたっぶりつけ

て、フライパンに油を入れ、合

わせ目を下に、全体に焦げめが

付くまでころがして焼く。 

●錦卵 

材 料（~本分） 

6個 

大サジ6  

さやいんげん 	 2本 

かに風味かまぽこ 	2本 

作り方 

①かたゆでにし、白身と黄身に分

け、白身は刻み白身は砂糖・塩

を入れてネットリさせる。 （白

身とあわせる） 

②さやいんげんを色よくゆでる。 

③巻きすにふきんを広げて卵をの

せ、いんげん・かまぼこをのせ一

て巻き上げ棒状にまとめて両端

をとめる。これを湯気の立った

蒸し器で8分蒸して冷まして切

る。 

皆さんもどうぞお試し下さい。 糖
 

卵
砂
 



~ 

I 

 

ふるさと発見 

 

卿 ズ イ 
こ
の
ク
イ
ズ
は
金
木
町
に
ち
な
ん
だ
施
設
、
名
 

称
、
文
化
財
な
ど
を
再
発
見
し
て
も
ら
お
う
と
問
 

題
に
し
た
も
の
で
す
。
 

Q・
津
軽
三
味
線
の
神
様
仁
太
坊
。
彼
の
お
父
さ
 

ん
の
名
前
と
職
業
は
何
で
し
ょ
う
か
。
 

正解者の中から抽選で 3 名様に素敵な記

念品を差し上げます。どんどん応募して下 

さい。 

  

応
募
方
法
 

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
 

番
号
を
記
入
の
う
え
 

①
ク
イ
ズ
の
答
②
今
月
号
の
よ
か
っ
た
記
事
③
つ
 

ま
ら
な
か
っ
た
記
事
④
ご
意
見
・
ご
感
想
を
記
入
 

の
う
え
 

〒O
3
7
-
O
2
 

金
木
町
大
字
金
木
字
朝
日
山

3
2
3
 

金
木
町
役
場
企
画
室
 

ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
 

応
募
の
締
切
は

9月2日
当
日
消
印
有
効
。
当
 

選
者
の
発
表
は

9月
号
に
掲
載
し
ま
す
。
 

7月
号
の
答
 
風
鈴
（
列
車
）
 

当
選
者
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
念
で
し
た
。
 

そ
れ
か
ら
、
締
切
の
期
日
を
よ
く
見
て
投
函
し
て
 

下さいね。 

~ たくさんのご応募 貴重なこ・意見有難っ 

~ ございます。今回当選しなかった方もこれ 

［ーりめげずどしどしご応募ください。 

一一  ” 

乳
癌
の
発
見
す
る
の

に
最
も
有

効
な

の
は
、
や
は
リ
自
己

診
療
で

あ
る
。
我

々
医
師
も
、
検
診
に
お

い
て
早
期
発
見
に
努
め
る
が
、

時

間
内
で

の
完
全
と
い
え
る
程
の
診

察
は
不
可
能
と
言
え
る
。

こ
の
事
 
 を

十
分
理
解
し
、
自
己
診
療
を
行

う
べ
き
だ
が
、
実
際
は
自
分
と
癌

と
の
関
わ
り
を

否
定
し

た
い
が
た

め
に
、
自
己
診
療
も
検
診
も
、
更

に
は
、
 
「し
こ
り
」
に
気
付

い
て

も
、
病
院
に
来
な

い
人
が
い
る
と
 
 思

う
。
女
性
に
と
っ
て
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
が
由
に
、
少
し
の
異
常

を
感
じ
た
ら
、
病
院
で

の
検
査
を

何
の
た
め
ら
い
も
な

く
受
け
る
べ

き
で
あ
る
。
 

乳
癌
の
危
険
因
子

に
つ
い
て
少
 
 し

述
べ
る
が
、

①
未
婚
者
は
既
婚

者
に
比
べ
、
閉
経
前
乳
癌
の
リ
ス

ク
が
高
い
。
②
体
重
が
増
加
す
る

ほ
ど
リ
ス
ク
が
高
い
。
 
（
特
に
閉

経
後
）
③
初
潮
年
齢

・
閉
経
年
齢

は
関
係
な
し
。
④
出
産
児
数
が
増

え
る
ほ
ど
閉
経
前
乳
癌
の
リ
ス
ク

が
低
く
、
未
婚
者
で

は
閉
経
前
、
 

後
と
も
高

い
。
⑤
初
産
年
齢
が
高

い
ほ
ど
リ
ス
ク
が
高
い
。
⑥
卵
、
 

乳
製
品
、

緑
黄
色
野
菜
の
摂
取
が

癌
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
。
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、
更
に
乳
癌
家
系

で
あ
る
か
否
か
も
か
な
り
の
重
み

を
も
っ

て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
 

ま
た
、
病
院
側
で
は
触
診
、
超

音
波
検
査
、

乳
癌
X
線
撮
影
な
ど

の
何
の
苦
痛
も
な

い
検
査
で
か
な

り
の
診
断
が
出
来
る
。
早
期
で
発

見
出
来
れ
ば
、
命
を
奪
わ
れ
る
確

立
も
減
る
は
ず
で
あ
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
乳
房
を
全

て
切
断
せ

ず
に
済
む
場
合
さ
え
現
在

の
医
学

で
は
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
 

乳
癌
を
他
人
事
と
考
え
ず
、
常

に
自
分
自
身
の
診

察
を
行
い
、

少

し
で
も
不
安
や
異
常
が
あ
る
な
ら
、
 

ほ
ん
の
数
分
で
す
む
検
査
を

受
け

る
よ
う
、
勧
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

⑨ 広報かなき川川川m""" 
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企画室からのお知らせ 

企画室では、町民の皆様からホットな話

題の提供をお待ちしております。 

どんなささいな事でもかまいません。面 

白い事、珍しい事など有りましたら役場企

画室までご連絡下さい。 

容 53一2111 内線 286 

（
確
田）壁
鰐
霧
離
 

蘇
讐
雛
一
鷲
 

雁
の
舞
菱
競
 

醸
舞

一
麟
細森
 

、
藤
元
 
晃
行

（
由
光
）
喜
良
市
 

「
工
藤
 
陽
子

（
準
造
）
弘
前
市
 

籍
嗣
れ詳
雁
）
 

お
く
や
み
 

松
江
 

せ
 
ち
（
別
オ
）
金
 
木

古

川
 
ト
 
ョ

（
8
4才
）
喜
良
市
 

窓
 
醜
ま
雄醜
静
 

七
月
届
出分
（
『「
岡
美
報
鱈
い
叡
 

戸
 籍

 
の
 

中
村
 

み
な
み

（
正
純
）
 嘉金金金嘉藤

瀬木木木瀬枝 

お
し
あ
わ
せ
に
 

長野川 神 工

尾宮嶋島 藤 

和竿巳み爺二実マ蝋言 
久g聖I佳カ・孟存平こ 
~ー、 J~、 ~ー、 ~ー、 ~一ー、 

dマ ,当,久敬祐
ヲ七兄信一樹 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住

所
を
有
し

て
い
る
方
々
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
掲
載
を
希

望
し
な
い
方
は
町
民
課
窓
口

に
届
出
の
際

申
し
出

て
く
だ

さ
い
。
 

嘉川 金金嘉金喜嘉 
良 

瀬倉木木瀬木市瀬 

木

下
 
直

道

（
5
9才
）
 

芦
 
田
 蔵
之
助
（
7
1才
）
 

田
 
中
 
テ
 
ツ

（
6
5オ
）
 

津
田
 

房
江

（
3
0才
）
 

藤

森
 
チ
 
エ

（
8
8才
）
 

長
尾
 

リ
 
セ

（
6
8オ
）
 

大
佐
賀
三
次
郎

（
9
4才
）
 

山

中
 

由

（
6
9才
）
嘉
 

本 

お
め
で

と
う
 

ト
 
結
衣

（
靖
英
）
嘉
 
瀬
 

（
計
範
販
証

鵬

露
乳

一
畑『
一静
鵬
 

はじめまして 
ゆ 	い 

結 衣ちゃん 

6 月28日生まれ 
体重 	3,072g 
嘉 瀬 本 町 

木下靖英さんの長女 
素直で優しい子に育って
ほしい 

（母 	久 	美より、 

のり 	たけ 
実 孟ちゃん 

7 月 8 日生まれ 
体重 	4, 028 g 
嘉 瀬 本 町 

神島敬一さんの長男 
スポーッの好きな元気な
子に育ってほしい 

（母 いっ子より） 
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7月末現在 前年同月比 

男 6,026人 △ 81人 

女 6,667人 △ 74人 

計 12,693人 △ 155人 

世帯数 3,874 	5 

『
、
，
 

ノ
 

／
人
ロ
と
世
帯

、
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ーてフ届けましプこ 
7 月25日に嘉I頼字雲雀野23 
イ寸近の路上でクマの形の小
銭入れ（現金在中）の落し 

／ 	のがあ？ました。心当た 
、 	り万は金木警察署落しも 

、、～  1糸まて％ 
~ 	 ~.一一 一 、 

ぐ〇係カり 
へ．、 このコーナーを利用した 

く方は役場企画室まで 

	ノ 
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